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研究成果の概要（和文）：東京音楽学校と東京美術学校が明治から昭和戦後まで文部省、皇室、

陸海軍、企業、財閥、学校、市町村からの依嘱により行った受託作には、全国各地の校歌・各

種団体歌、皇居前の楠木正成銅像や上野公園の西郷隆盛銅像等がある。音楽と美術双方で学内

文書調査、現地調査、現物撮影、現状調査、原資料のデータ化等を行った結果、両校の受託作

は近代的共同体のイメージを感覚面から共有させ、近代国家形成の一翼を担った点では共通す

るが、受託の方法、規模、意義、受託作が社会に及ぼす影響や浸透の仕方は相異なることが明

らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：The school hymns and other official songs composed by those 

affiliated with the Tokyo Academy of Music, as well as statues/memorials now famous as 

tourist spots (such as the statues of Masashige Kusunoki and Takamori Saigo) are 

instances that illustrate works commissioned by the government, Imperial House, 

plutocracy, etc. to the Tokyo Academies of Music and of Fine Arts in the Meiji and Showa 

eras. These commissions reflect the Academies’ relations to the government as well as the 

society of modern Japan and thus provide us with keys to reading the social, cultural, and 

political trajectories of modern Japan. The examination and investigation we conducted on 

internal documents and the actual works commissioned, etc. as well as our interviews with 

commissioners, have revealed that, while commissions in both fields equally indicate their 

close proximity to policies on general education in the arts and the modernization of the 

state, they each were conducted on different intentions and scopes, thus resulting in 

different impacts on the society. 
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１．研究開始当初の背景 
 (1)東京音楽学校の依嘱作曲の記録は、明
治 40 年の滋賀県立商業学校（現・滋賀県立
八幡商業高等学校）校歌に始まり、戦後も新
制大学発足後の昭和 32 年度まで続く。昭和
24年 4月までの東京音楽学校時代の依嘱作曲
は文書綴 14 冊に保管され、その概要は『東
京芸術大学百年史 東京音楽学校篇第二巻』
（2003）に一覧表として公開された。曲は校
歌を中心に市歌、社歌、奉迎歌、部隊歌、地
方自治体の団体歌など多様だが、曲の種類も
歌詞も近代国家が音楽に求めたものを如実
に伝えている。依嘱作曲の歴史は、近代共同
体形成と音楽との関わりを示すと同時に、同
校が近代国家形成の一翼を担う期待に応え
ながら歩んだ歴史でもあった。 
 依嘱の各綴の内容ごとに数えた合計件数
は 798となる。しかしこれは正確な数字では
ない。綴には依嘱件数に含めることのできな
い内容の文書も入っているうえ、1 件の依嘱
に関する往復書簡、電報、完成譜の控え、作
曲料に関するやり取り等が必ずしも同一綴
の 1箇所に綴じ込まれているわけではないか
らである。同じ 1 件が、別の綴や同一綴の複
数箇所に分散している場合など、照合がきわ
めて困難であり、実際に作曲が行われ完結し
たかどうか曖昧なものもあり、作曲の実数は
上記の数字より減ずると見込まれる。 

 このように不明点の多い依嘱作曲である
が、本学では今なお校歌について各地の学校
より資料照会や事実確認の問い合わせを受
け、母校校歌に関する執筆のための資料収集、
愛好家や研究者からの調査依頼が後を絶た
ない。照会されたことで、本学の記録以外に
も東京音楽学校作曲の校歌があることが判
明した例もある。資料を活用しやすく、依嘱
作曲の全容を把握しやすくする必要に迫ら
れている。 

 (2)東京美術学校の依嘱製作は同校開校か
らほどなく始まった。第一号は国家的記念像
となった皇居前の楠木正成銅像である。住友
財閥の住友吉左衛門より明治 23 年に依嘱さ
れ同 33年に完成した。明治 22 年に西郷隆盛
が名誉回復すると西郷像の計画が持ち上が
り、同 25 年に元薩摩藩士の軍人・樺山資紀
と同じく児玉利国の依嘱により製作された。
当初は馬上の陸軍大将とする案だったが二
転三転し、木彫で原型を彫り鋳造する手法で
製作され、現在の姿に完成した。東京美術学
校の初期の依嘱製作は時代を色濃く反映す
るとともに日本の伝統的な技術の応用によ
り西洋に引けをとらないモニュメントを建
造するという、明治美術人の覇気と美意識の
体現となっている。大掛かりな製作品の例は
シカゴ万博パビリオン「鳳凰殿」の設計と室
内装飾、仙台昭忠銅標、浅草公園噴水器、掛
川戦勝観音銅像、ホノルル鳳凰噴水塔など。

他にも刀剣、花瓶、杯など多岐にわたり、宮
内省依嘱による献上品飾り棚、香炉など大衆
の目に触れにくい工芸品まである。依嘱製作
は東京美術学校が製作者集団として社会と
関わった歴史そのものであり、学校経営にも
教育研究にも益するところが大きかった。 
 戦時中の金属供出によって失われた製作
品も少なくないが、依嘱製作自体は戦後まで
続く。しかしその全容解明は幾重にも困難を
伴う。理由の第一は明治 44 年以前の文書資
料が同校の火事により失われたことである。
したがって明治時代の依嘱製作を調査方法
は、依頼元の文書資料を調査し、図案を収集
し、現地調査により現物を 1 件ずつ撮影する
ことである。大量に製作された徽章なども所
持者を捜し出して収集しなければならない。 
 吉田千鶴子連携研究者が過去 35 年にわた
り調査を重ねた結果、これまでに依嘱製作
466 件、製品の総数では 182,381 点の存在が
明らかになったが、各々の詳細な解明には各
地方に現存する製作品の現地調査、現物確認、
撮影等を行う必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の最終目的は、東京音楽学校と東京
美術学校の受託作の近代日本の芸術教育に
おける意義と、両校の官立芸術専門学校とし
ての独自性を解明することにある。そこで当
面の目的は、その前提条件を整えるための音
楽・美術それぞれの基礎調査に設定される。 
 (1)依嘱作曲については、原資料の解読と
再整理を基本とした全容把握に近づくため、
基礎資料のデータ化と補完と原資料の劣化
防止等を視野に入れ、以下を目的とする。①
本学の文書綴の再調査・再整理。②依嘱作曲
のデータベース構築。②既存のデータの入力。
③追跡調査・現状調査による新情報の追加。
④依嘱作曲の全データを検索可能にする。⑤
文書綴全体のスキャニング。⑥入力データと
画像の照合を可能にする。 
 (2)東京美術学校の依嘱製作の全容解明は、
本学に文書資料の無い明治 44 年以前につい
ては、外部情報と新聞雑誌調査によって基礎
資料を蓄積してきた。本研究では、依嘱 1件
ごとに異なる事情と資料のあり方に従って、
現物調査、現状調査、依嘱元の資料調査、世
間に出回った小品については所持者の調査
等、出張調査を中心に基礎資料を整えること
を目的とする。依嘱 1件ごとの時代背景、依
嘱の経緯、製作方法、現物写真、図面収集し
読み解くことにより、依嘱製作史の概要を明
らかにすることが目的である。 
 
３．研究の方法 
 受託作の全容解明のために必要な研究方
法の概要を述べれば、依嘱作曲と依嘱製作と
はほぼ共通である。たとえば記録文書の調査、



受託の経緯や時代背景の調査、受託作の現状
に関する追跡調査等である。しかし実際には
音楽学部と美術学部とでは記録文書の保存
状況も異なり、そもそも音楽と美術とでは依
嘱者の傾向、作品と社会との関わり方、作品
の社会的影響、現状ともに異なるため、研究
方法も自ずと異なってくる。 
 (1)東京音楽学校の依嘱作曲については明
治から戦後まで、記録の残され方と整理のさ
れ方は区々だが大きな欠損はなく文書資料
が保存されている。このため原資料（＝文書
綴）の解明に重点を置き、今後の研究の端緒
を拓くため、以下を行う。 
①依嘱作曲のデータベース構築（データベー
スソフトには FileMaker を使用）。 
②原資料の電子化。『百年史』以降の解読情
報も反映した文書綴（往復書簡、楽譜草稿、
歌詞、電報等）のデータ入力。 
③文書綴全体のスキャニング。 
④依嘱作曲の全データを検索可能にする。 
⑤入力データと画像の照合を可能にする。 
⑥追跡調査・現状調査から得られた追加情報
の反映。まずインターネットにより作品情報
と依嘱元調査を行い、次にインターネット調
査の難しい小学校・皇室関係・青年団等の地
方組織についてジャンル別、年代別の調査リ
ストを作成し、メールアドレスか Fax 番号の
判明する小学校と教育委員会に照会した。 

⑦「５．〔その他〕」(2)に後述する、音楽・美
術合同で行う展示にあわせ、依嘱作曲を実際
に聴くことができるよう、本学声楽科学生と
教員の協力を得て、明治から昭和までの 7 曲
の復元演奏と録音を行った。またインターネ
ット上で音源を公開している校歌 4曲を各学
校の許可を得て入手し、iPad で試聴できるよ
うにした。データ入力、スキャニング、イン
ターネット調査、復元演奏のための楽譜作成、
編曲、デジタルコンテンツ作成には、若手研
究者と大学院生の協力を得て行った。 

 (2)依嘱製作については吉田連携研究者の
これまでの研究を基盤として、北海道から九
州にわたる現地調査に重点を置く。依嘱元に
残る資料を閲覧し、現地での情報収集、現状
調査、写真撮影により 1 件ずつ確認していっ
た。おもな調査先と概要を受託順に記す。 
①鳳凰殿欄間（アメリカ合衆国[イリノイ州
シカゴ市]）[明治 25年 3月受託、同年 10 年
完成]：明治 26年にシカゴで開催されたコロ
ンブス世界博覧会関連の依嘱。九鬼隆一が臨
時博覧会事務局副総裁として陣頭指揮。パビ
リオンとしての鳳凰殿の内部装飾。 
②中尊寺金色堂内装飾髹漆修繕（岩手県）[明
治 30 年受託、同 31 年完成] 中尊寺金色堂内
を撮影するとともに、修繕等に関する文書綴
の調査にあたった。 
③仙台昭忠銅標（宮城県）[明治 34 年受託、
35 年完成]：平成 24 年の調査では東日本大震

災により鵄が落下し大破した惨状を確認す
る結果となった。 
④木彫聖観音原型（掛川戦勝観音銅像原型）
（静岡県）［明治 39年受託、同年完成（同 40
年開眼式）］：日本海海戦勝利に沸き立ってい
た頃、後年文相となる岡田良平の依嘱により、
彫刻科教授竹内久一が黒岩倉吉を助手に製
作した。天平彫刻に範を取って作られた原型
は円満にして大らかな像姿で、温かみある美
しさには定評がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掛川戦勝観音銅像(2011年撮影) 

 
⑤松田源五郎銅像（長崎県）[長崎市長の依
嘱により明治 39年受託、40 年完成]：松田は
実業家・衆議院議員。製作担当者未詳。長崎
市諏訪公園に建立されたが戦時中に供出さ
れ、フロックコート姿の原物は長崎市十八銀
行社史史料室所蔵写真にのみ残る。現在長崎
公園にある胸像は、昭和 38 年に東京美術学
校出身の富永直樹原型により再建されたも
の。 

⑥大阪図書館記文銅板（大阪府）[明治 40年
受託、完成]：明治 37年に住友吉左衛門友純
の寄附により開館した大阪図書館本館中央
ホール正面に取り付けられた大銅版で、住友
家寄附の由来が刻まれる。鋳造担当は鋳金科
教授の桜岡三四郎。 
⑦隆国寺梵鐘（兵庫県）[明治 42年受託]：
戦時中に供出され戦後になって本学が再び
受託製作。 
⑧山形仲藝銅像（宮城県）[大正 8年受託]：
東北帝国大学の山形仲藝学長の退任記念に
製作。昭和 18年に供出され、戦後は礎石の
上に遺像のレリーフを嵌め込んだ記念碑が
建立されたので、当初の銅像は東北大学史料
館所蔵の写真にのみ見ることができる。 
⑨大円寺の鐘（兵庫県）[大正 15年受託]：

 



音色が良く東京美術学校製作の銘もあり供
出を免れた。 
⑩小出房吉（札幌市）[昭和 2年 4 月 5日受
託、同月 28 日生産]：小出は札幌農学校森林
科が東北帝国大学農科大学となった明治 40
年に同大に赴任し、林学第１講座初代教授を
務めた林学博士。同大教授の新島善直の依嘱
により、西洋画科助教授の田辺至が担当。写
真 4葉に基づき半身肖像 2面を 12号の額縁
付きで、絵葉書 650 枚と合わせて仕上げる条
件であった。北海道大学所蔵。 
⑪大智禅師尊像（熊本県菊池市）鳳儀山聖護
寺。熊本県知事の依嘱により昭和 18 年に受
託。関野聖雲が製作にあたるが、戦争激化に
より中断、19 年のいわゆる美校騒動により関
野は辞職、22年に急逝したが、その後の日展
に出展された関野の絶作がこの禅師尊像で
あることがわかり、裏に昭和 22 年秋、聖雲
の刻銘も確認された。 
 
４．研究成果 
 (1)東京音楽学校と東京美術学校の受託作
を調査した結果、それらはともに日本の近代
国家建設に必要とされ、団体歌や製作品が近
代社会および近代共同体に一定の役割を果
たした点は共通であることがわかった。その
一方で両校における受託の意味も、音楽と美
術の受託作が社会に及ぼした影響のあり方
も自ずと相異なることが明らかとなった。 

 当初、東京音楽学校は受託に必ずしも積極
的ではなかった。担当教師が作曲した楽譜が
依嘱元に送られ、所定の作曲料が学校に支払
われる。校歌はたとえ学校が廃校になっても
同窓生に歌われ永く共有される。しかし教師
一人が関わる音楽学校では、受託が教育研究
に直接的な影響力を持つことはない。これに
対し美術学校では、依嘱製作は多額の製作費
が学校に入る一大事業であり、設備の充実、
教員の研究、学生の実地教育にも貢献した。
製作品は戸外に置かれれば国民一般の目に
触れ、共有物となる。風景の一部となり、名
物となり、シンボルとなり、あるいは室内装
飾として、あるいは工芸品として享受される。 
 (2)これまで受託作について両分野で調査
されていたものの、情報共有は乏しかった。
今回、全容把握の難しさを双方で再認識する
とともに、正確な情報も少しずつ蓄積するこ
とができた。調査結果より、受託の時期、内
容、時代背景等について各々の基礎資料を照
合し検討するで、近代芸術教育における受託
の意味を明らかにする基礎が整いつつある。 
 依嘱作曲と依嘱製作それぞれの調査の難
所の違いも明らかになってきたが、それは美
術作品と音楽作品の特性、生活や社会との関
わり方の違いでもあることがわかった。 
 “作品が有る”とは、必ず具体的な物質的
素材を伴う依嘱製作の場合は、現物そのもの

が存在することを言う。破壊されれば写真か
人の記憶には残るが、その威容、存在感、質
感、空気感などは失われる。依嘱作曲の場合、
曲は物質として特定の場所を占めるのでは
なく、歌われることで生きる。楽譜も重要な
拠となる。音楽と美術は一元的には比較し難
いが、共同体のシンボルとなる受託作が、見
ること、持つこと、歌うことによって団体の
一体感を醸成する点は両者に共通する。 
 (3)依嘱作曲に関する研究成果を以下記す。 
①曲種により調査方法も異なることが明ら
かになった。東京音楽学校の依嘱作曲は、校
歌を中心に各種団体歌がほとんどである。時
代の推移とともに名称を変更した学校につ
いてインターネット等で情報収集し、連絡先
を特定した。この方法で情報を得にくかった
のは、小学校、皇室関係、青年団などの地方
組織である。このうち昭和 3 年までの依嘱元
の小学校 38 校中、メールアドレスの判明し
た 19 校、FAX 番号の判明した 16 校と、残り
は教育委員会に問い合わせ、14件の回答があ
った。台湾総督府や朝鮮総督府関係のうち調
査先の目途の立ったものについては今後の
調査につなげたい。 
②復元音源の作成。本学学生による復元演奏
が大学美術館での展示において、原資料と連
動して試聴できるコンテンツとなったこと
で、依嘱作曲を歴史的な文書記録ではなくか
ら生きた音源とすることができた。引き続き
大学史史料室にて試聴可能とし、大学のウェ
ブサイトでの公開に向け準備中である。 
③曲の歴史的背景も明らかになってきた。復
元演奏の中には戦時中に依嘱された南方の
部隊歌も含まれる。追跡調査の結果、作品が
届けられた直後に部隊が解散したことが判
明した。一度も歌われないまま楽譜は船と共
に海底に沈み、今回の復元演奏が初演となっ
た可能性が高いこともわかった。 
④依嘱作曲のデータ入力、画像スキャンを行
い、全データの検索と画像との照合が可能に
なった。各綴の依嘱 1 件を１として ID 番号
798 件を数える。キーワード検索が可能にな
り、依嘱作曲資料が活用しやすくなった。 
⑤依嘱が内地・外地を含むことは文書記録か
ら把握していたが、今回、都道府県別および
外地の依嘱件数等が明らかとなった。次頁の
図は内地都道府県ごとの作曲等依嘱件数を
示したものである。 
 外地からの依嘱には、作曲以外の講師派遣、
演奏・録音依頼など含め樺太 7、満州 14、中
国（含内モンゴル 19、韓国（含朝鮮）28、台 
湾 7、ハワイ１であった。この概要は平成 23
年 9月に大学史史料室内の展示で一部公開し
た（「５．〔その他〕」(1)参照）。 
 (4)依嘱製作については計 30件の出張調査
を行い、資料収集、現状撮影を行うことがで
きた。その成果は東京美術学校の依嘱製作史
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を明らかにする基礎資料となり、「稿本 東
京美術学校依嘱製作史」に仮製本 14 部にま
とめられた。未だ情報不足の依嘱製作もあり、
残された情報収集は容易ではない。今後「東
京美術学校依嘱製作史」の刊行によって情報
収集を呼びかけることも視野に入れたい。 
 (5)依嘱作曲の復元演奏は依嘱作曲の実態
を美術はじめ音楽以外の分野の研究者と情
報共有するためにはぜひとも必要なもので
ある。復元してみると、歌詞は時代を生々し
く伝え、あるいは夢を歌い上げ、若い心に希
望を持たせる。そしてどの曲も歌詞のメッセ
ージを受け取り、歌詞のイメージを増幅する
渾身の作である。復元演奏では古語調の歌詞
や旧仮名遣いに苦戦したが、時代の隔たりを
越えて現実の響きとして蘇った。録音音源は
「５．〔その他〕」(2)に後述するように、大
学美術館で公開され、美術史関係の学会例会
でも概要紹介に活用された。25年度中に本学
HP にて公開予定である。 
 受託作の研究は緒に就いたばかりである
が、今後は時代ごとの受託作の傾向、依嘱元、
テーマなど照合しすることで、近代日本の芸
術教育における意義の検討に入りたい。 
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〔その他〕 

 (1)依嘱作曲に関する中間発表：平成 23 年
9 月 2〜4 日の文化祭期間中、大学史史料室内
の展示により依嘱の一覧表、内地・外地を含
む都府県別依嘱件数など成果の一部を公開
し、山田耕筰作曲の手書き楽譜も展示した。
来場者は約 300 人であった。 

http://www.geidai.ac.jp/info/20110803.html 

 (2)受託作の研究成果の一部を展示：平成
24 年 4 月 5 日〜6 月 24 日に東京藝術大学
大学美術館にて大学所蔵品を紹介する「芸
大コレクション展」の 1 コーナーで「特集
陳列②藝大の創成期と依嘱事業」に出展し
た。展示内容は依嘱製作木型、文書資料、
依嘱作曲の楽譜、依嘱元と東京音楽学校の
往復文書、歌詞など。音楽側のモニター画
面による依嘱作曲の概要紹介、iPad コンテ
ンツによる依嘱作曲の復元演奏録音音源の
再生など。コレクション展のみの入場者は
6,127 名、途中から同時開催された高橋由
一展の入場者と合わせると（入場券は館内
共通）80,233 名であった。 

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/
2012/collection2012sp/collection2012sp_
ja.htm 
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